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　第93回日本整形外科学会学術総会は，東京慈恵会医
科大学の丸毛啓史会長のもと 2020 年 6 月 11 日～8 月
31 日に史上初のオンライン学術総会として開催され
ました。昨年までは予想だにしなかった新型コロナウ
イルス感染症（COVID⊖19）の世界的拡大を受けて，
学術集会が直前に迫る 3 月の時点での開催形式変更の
決定，そして短期間における前例のないオンライン学
会への準備と，この間における丸毛会長ならびに東京
慈恵会医科大学整形外科学教室の皆様のご苦労・ご苦
心は想像に余りあります。しかし，最終的には 1 万 5
千人を超える過去最多の参加者を得て盛会となっただ
けでなく，これからのウィズコロナ，アフターコロナ
の時代に活かされていくであろう多くのノウハウ，レ
ガシーを残した，まさに歴史に残る学術総会となりま
した。
　オンライン学会の最大の利点は，すべての講演，発
表を自宅や仕事場に居ながらにして，じっくりと視聴
できることだと思います。オンデマンド配信であれ
ば，何度も繰り返し視聴することもできます。多くの
会場に分かれ，しかも時間が限定される従来の学会で
はこうはいきません。薄暗い学会会場だと，つい居眠
りしてしまうこともありましたが，PC の前で集中し
て視聴することにより，頭に残るものは，より大きい
ように思います。質疑応答は WEB 上で行うことにな
りますが，これも，時間に追われて慌ただしく討論を
していた参集型の学術集会よりむしろ良いのかもしれ
ません。
　さらに，参加者が増え，会場費等もかからないこと
から学会運営の収支にも有利に働きます。参加者に

とっても交通・宿泊費がかからない上，教育研修単位
の取得も容易になるなどメリットが大きいと言えま
す。一方，やはり学会の意義は，開催地に会員が一堂
に会し，全国や海外の先生方と交流することだという
声もあるでしょう。さらに，御当地の食を楽しみ酒を
酌み交わすことこそが学会の醍醐味だとも思います
が，そんなことを言うと，それこそがコロナ禍を機に
脱却すべき「おっさん文化」だ，などと言われてしま
いそうです。いずれにしろ，人的な交流や対面での情
報交換・議論によってこそ得られるものも多いのは確
かだと思います。アフターコロナの時代にあっては，
オンラインと対面のそれぞれの利点・欠点をよく考慮
し，バランス良く取り入れていくことが求められてい
くのではないでしょうか。
　今月号の特集は，「アキレス腱断裂診療のコツと最
近のトピックス」です。本特集は，2019 年に刊行され
た『アキレス腱断裂診療ガイドライン（改訂第 2 版）』
策定委員会の委員長を務められた帖佐悦男先生にご企
画いただきました。保存療法や標準的な手術療法か
ら，PRP 療法などの最新の治療法まで，up⊖to⊖date な
情報が満載されています。ぜひ日常診療にお役立てく
ださい。
　ロシアや中国では新型コロナウイルスに対するワク
チンの接種が始まったことが報道されています。功を
急ぐあまり，新たな健康被害など起こしてしまっては
元も子もありません。全人類の英知を結集して，安全
かつ確実な形で新型コロナウイルスが制圧される日が
早期に訪れることを期待したいと思います。
 （山下敏彦）
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